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OpenIDの普及動向

石川 和也  ●日本ベリサイン株式会社 執行役員 事業戦略室 上席室長／ OpenIDファウンデーション・ジャパン 発起人、理事

OpenIDユーザーは着実に増加しビジネスフェーズへ
サービス事業者間のシームレスな連携など利用シーンに広がり

2008年10月、シックス・アパート、日本ベリサイン、野
村総合研究所が発起人となり、OpenIDの推進団体

「OpenIDファウンデーション」（OIDF）の日本支部として
「OpenIDファウンデーション・ジャパン」（OIDF-J）が正式
に設立された（＊1）。ミクシィやヤフーなど国内企業32 社が
参加する大きなムーブメントとなり、2008年5月現在で48
社が参加している。ここでは、2009年のOpenID の普及
状況と、またOpenIDを普及させるためにOpenID 推進
者が今後どのような取り組みを行い、何を実現しようとし
ているかという点を見ていこう。

まずは、米国のOpenID普及状況だが、OpenIDライブ
ラリーを公開している米ジャンレインのブログ（＊2）によると、
2009年5月1日時点で、4万2235 サイトがOpenIDに対
応しているという。2009年1月1日に行われた同じ調査で
は、3万1185サイトであった。このペースで増加していくと、
2009年末には、8万〜 10万程度のサイトでOpenIDが利
用可能になると想定される。また、米OIDFでは、世界中
で発行済みのOpenID数は2009年中に14 . 4億に達する
と推計している（資料1-2 - 6）。

日本国内でのOpenIDの普及状況
日本国内でのOpenID対応サイト数や利用者（発行済

みOpenID）数の正確なデータはないが、いくつかのデー
タを追ってみることで、日本での利用状況も見えてくる。

調査会社のWebマーケティングガイドとメディアインタ
ラクティブが2008年3月14日に行った共同調査によると、
OpenIDの利用率は1. 2%であった。それに対し、2008年
10月にインターネットコムとマーシュが実施した調査では、
OpenIDの利用率は15 . 2%という数字もある。

これらの調査は、対象や方法などが異なっているため
単純な比較はできないが、OpenIDの利用者が着実に増
加傾向にあり、話題性の段階から次の段階、すなわちビジ
ネス利用のフェーズへと進展していることがうかがえる。

一方、サービス提供者である企業の動きとしては、
OIDFへの参加企業（＊3）が、設立当初の32社から48 社へ
と増加している。参加企業を見てみると、ネット関連事業

者や通信事業者だけではなく、金融機関が複数参加して
いることが特徴的である。これまでの技術先行の展開か
ら、ビジネス面への展開に期待が寄せられ、各社が実際
に検討を進めている証とも言える。

OpenIDはまさにインターネット上での技術開発とその
利用が進んでいく流れで発展してきている。すなわち、
①ブログ／ SNS をはじめとしたコミュニティーサービスに

おいて、新たな利用者を獲得したいという新規サービス
事業者の要望と、いち早く新しいサービスを試してみた
いが、毎回面倒なユーザー登録は行いたくないという
利用者の要望の両方を解決するために、シンプルなプ
ロトコルを定義した。

②多くのブログ／SNS関連の新規サービス事業者が低コス
トで顧客を獲得する手段として積極的にOpenIDを採
用した。また、グーグル、ヤフー、マイクロソフトなどの大
手事業者も採用し、利用者（発行済みOpenID数）が一
気に増加した。

③利用者が増加したことで、さらに多くのサービスが
OpenIDへの対応を進めた
このような流れで、利用者と利用可能サイト／サービス

の双方が増加していった。

楽天やJALがビジネスに利用
OpenIDは、利用シーンでも広がりを見せている。例え

ば、2008年10月にスタートした「楽天あんしん支払いサー
ビス」だ。これは楽天が提供する決済システムと楽天会員
のIDを利用して、楽天グループ以外のサイトでも決済をす
ることができるというものだ。決済には楽天の会員登録時
に登録されたクレジットカードなどがそのまま利用でき、
これらの個人情報は決済先のサイトには渡らずに決済が
行われる（物販の際の配送先情報などは除く）。そのため、
利用者が新たにカード情報を登録したり、サイト側が決済
用の個人情報を管理する必要がなくなり、簡単にかつ安
心して決済が行える。海外ではオークション大手のイーベ
イが運営する「PayPal」が有名だが、同様のサービスが日
本の事業者でも利用できるようになったというわけだ。
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この「楽天あんしん支払いサービス」では、楽天がOP
（OpenID Provider）として機能し、決済を利用するサービ
ス事業者が、RP（Relying Party：依拠当事者、OpenID
対応サイト）として動作している。これらの処理は内部的
に行われているため、ユーザーが新たにOpenIDとしての
IDを登録する必要はない。すでに登録されている楽天会
員IDを利用して他のサービス事業者で決済が利用できる
ようになっている。

同じような利用例としては、日本航空（JAL）が、同社の
マイレージサービス「JALマイレージバンク」（JMB）の会
員が、ホテル予約でもJMBのIDを利用できるようにした
サービスがある。これも、JAL（JMB）が OPとして機能し、
ホテル予約サイトなどが RPとなっている例であり、利用
者は新たにID登録を行ったり、ホテル予約の際に再度、
個人情報を入力したりする必要はない。

これらは、米国などでのOpenIDの利用と比べて以下
のような特徴がある。
①ユーザー側に「OpenID を利用している」という意識が

ないほど、OpenIDの存在を意識させない
②“個人情報”や“決済”というクリティカルな情報を扱う

重要な処理に利用されている
これらの事例はOpenIDを個人が普段利用するIDと

して既存のIDを置き換えていくのではなく、異なるサー
ビス事業者間でユーザーを識別しあう共通IDとして利用
することで、これまで築き上げた顧客資産を活用しなが
ら、サービス間を「連携」させることが可能となるため、
OpenIDを活用した新しいサービス事業者の連合が今
後、多く生まれることを示唆している。今後は、過去にポ
イントプログラムなどでも行われたことと同様に、自社だ
けですべてのサービスを提供して顧客を囲い込むのでは
なく、OpenIDを利用して、広く「連携」したサービス事業
者の連合体が築かれていくことになると思われる。

操作性の課題に対応
最後に、新たな課題を解決するために、現在、活発に行

われている技術開発の例を紹介したい。
OpenIDが普及するにしたがっていくつかの課題が出て

きたが、そのうち最も大きなものが、操作性（ユーザーエク
スペリエンス）に起因するものであった。

操作性の課題には2つあり、１つ目は、OpenIDを利用
する際に利用者は自分のIDをURLとして覚えておく必要
があることであった。そのURLの文法が OpenIDプロバ
イダーによって異なり、さらに複雑な場合も多く、覚える

ことが難しく不評であった。操作性の課題の2つ目は、ロ
グインの際に、OpenIDでのログインを選ぶとOpenIDプ
ロバイダーのサイトへリダイレクトされ、OpenIDプロバイ
ダーのログイン画面が表示されるため、サイト利用時の画
面遷移に“流れ”が失われ、利用者が戸惑うことが少なか
らずあることであった。

この2つの課題を解決する手法として「OpenID User 
Interface Extension Specification」（OpenID ユーザー
インターフェースファイル拡張仕様書）などいくつかの解決
策が拡張仕様として提案されており、グーグルをはじめと
して実装例も出てきている。この仕様を採用することによ
り、利用者は、いちいちIDを覚えておいて入力する必要
はなく、GUI（グラフィカルユーザーインターフェース）を
利用したログインが行えるようになる。また、OpenID を
特別に意識することなく、必要に応じて登録やサイト間の
移動がシームレスに行えるようになるため、操作性が格段
に向上する。今後、同仕様に対応したサイトが増えれば、
OpenIDの利用環境はより整っていくと思われる。

日本国内においても、OIDF-Jの代表発起人である野村
総合研究所の崎村夏彦氏らにより、サイト間で安全にデー
タ交換をするための標準の検討を目的とした「Contract 
Exchange Extension」ワーキンググループが設立される
などの活動が行われており、本分野は日本からも貢献が
期待されている分野でもある。

（＊1）	http://www.openid.or.jp/ 
（＊2）	http://blog.janrain.com/ 2009 / 05 /relying-party-stats-as-

of-may-1-2009 .html
（＊3）	http://www.openid.or.jp/modules/docs/member/member.

html

資料1-2- 6　世界のOpenID発行数推移
（百万）
1,600
1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
2006年 2007年 2008年 2009年（予測）

20

160

790

1,440

出所　米OpenIDファウンデーション
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